


全てのステークホル ダーから必要とされ、
なくてはなら ない存在へ

　皆さまには、平素より阿波銀行をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　当行は、本年６月に創業129周年を迎えることができました。これもひとえ
に、お客さま、株主の皆さま、地域社会の皆さまからの永年にわたる温かい 
ご支援の賜物と深く感謝申しあげます。
　さて、2025年度上半期は、国内では、デフレからインフレへの「経済の大転
換」が進むなか、設備投資が堅調に増加するとともに、最低賃金の引上げによる
雇用・所得環境の改善を背景に個人消費も底堅く推移したことなどから、
景気は緩やかに回復しました。一方で、世界情勢は、ウクライナ・中東の地政学
的リスクや米国の関税政策などにより依然として不確実性の高い状況が続いて
おり、国内経済に与える影響が懸念されます。加えて、人手不足、デジタル化、
脱炭素化や物価の高騰など、私たちを取り巻く環境は大きく変化しているため、
幅広い分野での対応が求められています。
　このような環境下、2023年にスタートした経営計画「Growing beyond 
130th」は最終ステージに移行し、「持続可能な成長の実現に向けた3年間」と
位置づけ、全役職員が一丸となり取組んでいます。その結果、貸出金利息や有価
証券利息配当金の増収により、当中間期の連結純利益は前年同期比10億円
増益の82億円と過去最高益を更新しました。
　また、変化への対応スピードをあげ、成長分野をさらに強化するため、2025
年6月に本部組織を改定しました。「営業推進部地方創生推進室」を「地方創
生推進部」に昇格し、「ソリューション推進課」「サステナビリティ推進課」「スト
ラクチャードファイナンス課」の3課を新設しました。そして、DXを活用したイノ
ベーション推進のため経営統括部に「デジタルイノベーション推進課」を、特殊
詐欺など巧妙化・多様化する各種金融犯罪への対応力強化のためリスク統括
部に「金融犯罪対策課」を新設しました。
　引続きグループ総合力を発揮し、世代を超えたパートナーシップ「永代取引」
を実践することで、お取引先の企業価値向上とお客さまの金融資産形成を
サポートするとともに、持続可能な地域社会の実現に向けて取組んでまいります。
　来年、当行は創業130周年を迎えます。全ての皆さまに感謝するとともに、
良き伝統を守り未来に挑戦していく姿勢を貫き、存在意義である「永代取引に
よるお客さま感動満足の創造と豊かな地域社会の実現」のもと「地域から必要
とされ、なくてはならない存在」となれるよう、全力を尽くしてまいる所存です。
そして、130周年を超えたその先の成長・発展に向けて、邁進してまいります。
　皆さまにおかれましては、今後とも格別のご支援を賜りますよう心からお願い
申しあげます。

代表取締役頭取

一、 信用の重視
一、 地域への貢献
一、 お客さま第一
一、 人材の育成
一、 進取の精神

①原理・原則に基づき、信用を
重んじた経営を行います。

②良き伝統を守り、未来に挑戦
する経営を行います。

堅実経営
行　是 経営方針

TOP MESSAGE
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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

1. 永代取引の進化
2. 持続可能な地域社会への取組み
3. 活力ある組織と多様な働き方の実現
4. 経営基盤の強化

地域の稼ぐ力、
関係人口の増加

取引先の
企業価値向上

資産形成と健康で
豊かな暮らしの実現

資本コストに見合った
収益力と株主還元

地銀トップレベルの
給与水準

長期的にめざす水準

当期純利益
ROE 7.0%以上

当期純利益
ROE 5.0%以上

持続可能な成長の実現　に向けた3年間

めざす姿

3rdステージ（2025年4月～     2028年3月）

2ndステージ（2024年4月～2027年3月）

1stステージ（2023年4月～2026年3月）

2026年6月
創業
130周年

経営計画 Growing beyond 130th 2023年度 2024年度 2025年度予想 2027年度経営目標 長期的にめざす水準

修正OHR（単体） 64.60％ 62.19％ 58.48% 57％未満 -

コア業務純益ROA（単体） 0.40％ 0.44％ 0.53% 0.55％以上 -

当期純利益（単体） 112億円 131億円 145億円 180億円以上 280億円以上

当期純利益ROE（単体） 3.78％ 4.07％ 4.31% 5.0％以上 7.0％以上

株主還元率（連結） 40.38％ 40.16％ 40％以上 40％以上 40％以上

中小企業新規開拓
中小企業融資

中小企業取引
世代を超えた息の永い取引を継続し、
地域やお客さまの永続的な発展に寄与していく

永代取引
ビジネスモデル

ファミリーサポート営業

　　事業承継・ESG　　投融資を含む
　　　　 取引先の　　成長支援

ストックビジネスへの変革と
金融先進県の実現

       お客さまの多様化かつ高度化するニーズに応えるため、下記　　分野に重点的に取組み、ビジネスモデルをさらに成長させていく

戦略と目標
不確実性の高い環境下、経営計画「Growing beyond 130th」の

策定にあたり、当行の揺るがない行動や意思決定の軸として存在意
義（パーパス）「永代取引によるお客さま感動満足の創造と豊かな
地域社会の実現」を制定しました。その実現に向け、経営計画では

「永代取引の進化」「持続可能な地域社会への取組み」「活力ある組
織と多様な働き方の実現」「経営基盤の強化」の4つを基本戦略とし
ました。

～永代取引によるお客さま感動満足の創造と豊かな地域社会の実現～

経営計画　2023年4月〜2028年3月

【統合報告書2025】

AWA BANK Mini-Disclosure  2025.9 43



グループ総合力の発揮

永代取引の進化

当行は、世代を超えたパートナーシップ「永代取引」の実践により、
取引先の企業価値向上と、それらを通じた地域の活性化および持
続可能な地域社会の実現をめざしています。

多様化かつ高度化するお客さまのニーズや経営課題に対し、あわ
ぎんグループや外部提携先と連携し、よりスピーディで実効性のあ
るソリューションサービスの提供を行っています。グループ総合力
を発揮し、取引先の企業価値向上に積極的に取組み、企業の永続
的な発展に寄与するとともに、雇用の維持・拡大や地方創生に貢献
してまいります。

コンサルティングの強化

経営者との対話 経営課題把握・ソリューション検討 ソリューション提案 伴走支援

阿波銀コネクト

阿波銀キャピタル

阿波銀コンサルティング

阿波銀リース

阿波銀保証

阿波銀カード

永代取引先の拡大
（付加価値向上支援）

グループ総合力を発揮し、
ワンストップソリューションを

提供

● 阿波銀キャピタル株式会社
2023年7月、阿波銀行が100％出資し、ファンドの組成・運営、投

資先に対する経営支援を行う投資専門子会社として設立しました。
2025年9月には「あわぎん事業承継投資事業有限責任組合（あわ

ぎん事業承継ファンド）」を通じて、徳島県を代表する産業の一つで
ある製材業を展開してきた国内杉板専門メーカーであるNISMOC
株式会社（代表取締役社長 長瀬光宏、本社：徳島県三好市）の株式
を取得し、県内第1号となる資本業務提携を行いました。

今後も、後継者問題
を抱える事業承継企
業やイノベーション創
出に注力するスタート
アップ企業に対し、エ
クイティ供給を通じて
お客さまの課題解決
と企業価値の向上、持
続可能な地域社会の
実現に取組んでまいり
ます。

● 阿波銀コネクト株式会社
ECモール「ラシクルモール」は、SDGsをテーマに“未来につなが

る”“地域を元気にする”“子どもたちを応援する”といったコンセプ
トを掲げ、この想いに沿った素材や環境に配慮した徳島県の食材、
商品を多数取扱っています（2025年9月末で178社、約1,300品目）。

SNS等を通じて、徳島県の魅力を発信しています。
2025年6月から、ラシクルモール掲載商品の中から選りすぐりの

商品を集めたWEBカタログギフト「ラシクルモールギフトセレク
ション」の取扱いを開始いたしました。

当行は、お客さまの想いを将来につないでいくため、お客さまの
ニーズに合わせた最適な価値・タイミング・チャネルで付加価値の
高い総合金融サービスを提供し、世代を超えた家系の永続的な繁
栄に貢献することをめざしています。

2021年4月からスタートした野村證券との金融商品仲介業務に
関する包括的業務提携は5年目を迎えました。「徳島県を金融先進
県へ」の実現をめざし、お客さまのライフステージに応じた最適な
資産運用や専門性の高い各種相談・提案ができる体制を構築して
います。

ファミリーサポート営業の強化

（年度）20232022 2024

（単位：億円） （単位：億円）ストック資産残高野村證券金融商品仲介残高・顧客数
投信 投資一任 保険野村證券金融商品仲介残高 野村證券仲介顧客数

（年度）20232022 2024

79,362先 84,134先
73,428先

7,774
10,219 10,589

4,902
5,956 6,102

福永頭取 NISMOC
株式会社
長瀬社長

阿波銀キャピタル
株式会社
松島社長
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持続可能な地域社会への取組み 活力ある組織と多様な働き方の実現

当行は、郵船クルーズ株式会社（代表取締役社長 西島裕司、
本社：神奈川県横浜市）およびアンカー・シップ・パートナーズ株式
会社（代表取締役社長 篠田哲郎、本社：東京都中央区）と連携し、
徳島県のブランド力強化や地場産業の活性化などを目的として、
2 0 2 5年7月2 0日に就 航したクル ーズ 客 船「 飛 鳥Ⅲ」における

「ASUKAⅢ meets 47都道府県」プロジェクトに参画しています。
本プロジェクトでは、クルーズ客船｢飛鳥Ⅲ｣のミッドシップスイー

ト（客室番号1044）に｢藍のふるさと～阿波藍の魅力｣をテーマとし
た｢徳島県部屋｣の空間プロデュースを当行が担当し、徳島県の伝
統工芸品や特産品を紹介しています。

当行は今後も徳島県内の事業者をサポートするとともに、徳島県
の魅力発信に取組んでまいります。

当行は、｢お客さまサービスのデジタル化｣｢データに基づくご提案」
「デジタルを活用した業務の効率化｣｢デジタル人材の育成｣｢地域
のデジタル化支援｣をデジタル戦略の骨子として掲げ、DXを進めて
います。

2025年4月、当行のデジタル戦略遂行に必要な人材を「デジタル
人材」として定義し、育成を開始しました。
「デジタル人材」は、デジタルリテラシーを身につけ、行内のツールを

高度に利用することができる人材を「ベース人材」、本部において高い
デジタルリテラシーを持ち、デジタル戦略やシステム開発のマネジメン
ト、お客さまのデジタル化支援を行える人材を「専門人材」とし、職員
による自己啓発や研修プログラムを提供することで育成しています。

ベース人材は2025年9月末時点で68人となっています。

当行、百十四銀行、伊予銀行、四国銀行の地方銀行4行は包括提携
「四国アライアンス」を締結しており、地方創生のためにさまざまな
取組みを行っています。

「ASUKAⅢ meets 47都道府県」プロジェクトへの参画 デジタル人材の育成

四国アライアンスの取組み

提供：郵船クルーズ株式会社

● 台湾観光商談会
2025年7月、四国アライアンス、一般社団法人四国ツーリズム創

造機構、JTB協定旅館ホテル連盟四国4支部の共同開催により、「台
湾観光商談会」を開催しました。四国4県の観光客の誘致を一層拡
大するための積極的な商談が行われ、徳島県からは14社の観光関
連事業者が参加し、約280件の商談が実施されました。

【ベース人材】
●�デジタルリテラシーを身につけることで、DXを自分ごとと捉え、変革に向けて行動できる人材
●‌�行内のシステムやツールを高度に使うことで、効率的な業務を進めていける人材

【認定基準】
●MOS、ITパスポートの合格
●DXリテラシー基準24点以上（参考）
2025年9月末時点資格取得者数 MOS：448名  ITパスポート：266名

ベ
ー
ス
人
材

【企画人材】
●‌�本部において高いデジタルリテラシーを持ち、デジ
タル戦略やシステム開発のマネジメントや実務を行
える人材

【顧客支援人材】
●‌�本部および営業店でお客さまの
デジタル化支援を行える人材

専
門
人
材

● 定年後再雇用制度の改定
定年の65歳以降に再雇用している職員の人事制度を改定し、賞

与を含めて年間賃金を最大約2倍に引上げました。またライフスタ
イルに応じて勤務日数、就業時間の変更、短縮ができるようになり
ました。

対象者 支給金額

行員
第一子出生時： 30万円
第二子出生時： 50万円
第三子以降　：100万円

行員以外 一律：10万円

ウェルビーイングへの取組み

● 出産祝い金
対象者 支給金額

全職員 上限60万円（出産後はリセット）

● 不妊治療支援制度

※不妊治療にかかる費用を手当として
支給。

※配偶者が当行職員ではない場合でも
配偶者治療分も支給。

女性やシニアを含む多様な人材が活躍できるキャリア、雇用形態、
働き方等の「働きやすさ」と自らの仕事に誇りとやりがいを感じられる

「働きがい」の両輪から、仕事と家庭生活の両立を後押しし、職員一
人ひとりが能力を最大限に発揮できる職場づくりにつなげています。
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特殊詐欺の被害防止キャンペーンの様子

経営基盤の強化

金融犯罪対策

業務継続態勢の強化
社外（第三者）からの評価

● 「金融犯罪対策課」の新設

● 地域のBCP支援 

2025年６月、リスク統括部「金融犯罪対策課」を新設しました。
近年、特殊詐欺や不正送金等は手口の巧妙化、多様化が深刻な
社会問題となっています。当行は、昨年から徳島県警察と情報連
携を強化して金融犯罪対策に取組んでいます。窓口ではお声がけ
をするなど注意深い対応を実施し、また本部では監視を強化して、
特 殊 詐 欺 被 害 等
の未然防止に努め
てい ま す。AML/
CFTおよび特殊詐
欺など、巧妙化する
各種犯罪への対応
力をより一層強化
してまいります。

南海トラフ地震における、M8〜9クラスの地震が今後30年以内
に発生する確率は60～90%程度以上※と算出されています。地震等
の自然災害が発生した場合、各企業の被災等の直接的影響はもと
より、サプライチェーンの断絶など、間接的な影響も甚大となりま
す。BCP未策定企業への策定支援や、企業の具体的な業務継続態
勢構築の支援に取組むことで、地域全体のレジリエンスを高めると
ともに、当行の財務基盤の強化につなげてまいります。

2024年度は自然災害等に対する防災会議・訓練を年4回実施し
ました。
※地震調査研究推進本部地震調査委員会の調査、2025年9月26日現在

災害対策本部（訓練の様子） 災害対策演習に参加する移動店舗車
「あわぎん号」

創業１３０周年記念事業

2026年6月21日、当行は創業
１３０周年を迎えます。全てのス
テークホルダーへの感謝の気持ち
を込めて、「SDGs」「BCP」「DX」を
テーマとした「創業１３０周年記念
事業」を実施します。

Ｄ
Ｘ

人
材

◎ 健康経営優良法人
　経済産業省および日本健康会議が策定する「健康経営優
良法人認定制度」の大規模法人部門において、「健康経営優
良法人2025（大規模法人部門）〜ホワイト500〜」に認定さ
れました。

◎ プラチナくるみんプラス
　次世代育成支援対策推進法に基づき、優良な子育てサ
ポート企業であることに加えて、不妊治療と仕事の両立をサ
ポートする企業として、厚生労働省から「プラチナくるみんプ
ラス」認定を取得しています。

◎ えるぼし
　女性活躍推進法に基づく取組みが優良な企業として厚
生労働省から「えるぼし」認定の最高位の３つ星を取得して
います。

◎ ベストモチベーションカンパニーアワード2025
　株式会社リンクアンドモチベーションによる企業と従業
員の相互理解・相思相愛度合いを偏差値化して評価する

「ベストモチベーションカンパニーアワード2025」において
中堅企業部門（1,000名以上）において5位を受賞しました。

◎ DX認定事業者
　経済産業省が定める「DX（デジタルトランスフォーメー
ション）認定制度」に基づく「DX認定事業者」に認定され
ました。 

● 実施期間　2025年10月１日〜2026年9月30日

● スローガン　「想い、つなげる」に込めた想い
これまでつながってきたステークホルダーのみなさまへの感謝と、これから

もみなさまとのつながりを大切にしていきたいという想いが込められています。

● ロゴマークのデザイン
藍色の流線で歩んできた軌跡、結んできた絆を表し、１３０周年のその先も

明るい未来になるように、笑顔をイメージしたデザインを取り入れています。

● 創業１３０周年記念事業内容（一例）
あわぎんBASEでの各種イベント開催、記念定期預金キャンペーン実施、

SDGs QUESTみらい甲子園開催、お客さま配布記念品など
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当行は、徳島県内を中心に強固な顧客基盤を構築して
います。2023年10月、関西エリア・中四国エリアに2拠点
を開設し、当行の店舗数は徳島県内83店舗、県外22店舗
の合計105店舗（含む店舗内店舗）となりました。

阿波銀行
42.02%

阿波銀行
47.65%

第二地銀合計
24.02%

第二地銀合計
21.80%

その他
19.69%

その他
13.49%

他の銀行合計
14.27%

他の銀行合計
17.06%

■預金•譲渡性預金（平均残高）推移 ■徳島県内シェア ※ゆうちょ銀行を除く

　 （2025年3月末残高）

■徳島県内シェア
　 （2025年3月末残高）

■貸出金地域別内訳
　 （2025年9月末残高）

■単体ベース（6ヵ月）

■貸出金（平均残高）推移

貸出金残高
２兆4,560億円

徳島県以外の中四国
2,636億円（10.73%）

関東
4,229億円

（17.22%）

関西
4,795億円

（19.53%）

徳島県
1兆2,899億円（52.52%）

●中小企業向け
6,396億円（49.59%）

●個人向け
3,205億円（24.85%）

●その他
3,297億円（25.56%）

徳島県

（2025年9月30日現在）
徳島県内

83店舗 6
610
関東

関西

中四国

0

28,000

30,000

32,000

34,000

2024年
9月期

2025年
9月期

2023年
9月期

（億円）
33,24633,595 33,990

0

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

2024年
9月期

2023年
9月期

2025年
9月期

（億円）

24,486

21,734

23,392

2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期

コア業務純益 67 85 108

経常利益 77 97 110

中間純利益 51 67 78

（単位：億円）

コア業務純益ROA 0.35 0.43 0.53

中間純利益ROE 3.64 4.08 4.62

修正OHR 68.38 63.21 58.30

（単位：%）

108
78

（億円）
コア業務純益

150

100

50

0
2023年 9月期

85
67

中間純利益

2025年 9月期2024年 9月期

51
67

コア業務純益は、経費が前年同期比で増加したことや役務取引等利益
が減益となったものの、貸出金利息や有価証券利息配当金の増収などに
より資金利益が増益となったことなどから、同23億円増益の108億円とな
りました。

経常利益および中間純利益は、上記の要因などにより、それぞれ同13
億円増益の110億円、同11億円増益の78億円となり、いずれについても過
去最高益となりました。

  預金の状況   業績の推移

  貸出金の状況

  強固な顧客基盤とネットワーク

●徳島県以外の店舗網

0

4

8

12

2023年
9月期

2025年
9月期

2024年
9月期

（%）

11.11 10.85 10.95

銀行の安全性・健全性を表す自己資本比率は、内部留保の充実や保有
資産の健全性を受け、同0.10ポイント上昇し、10.95％と、引続き高い水準
を維持しています。

  自己資本比率（連結）

業績ハイライト
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1,000株以上をお持ちの株主さま用カタログ(2025年)の一例

阿波牛 梨 半田素麺 純米大吟醸 藍染ストール

業績ハイライト

150

125

100

75

50

25

0

自己株式取得 1株当たり配当金（円） （億円）配当総額

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3
（予想）

長期的に
めざす
水準

2028/3
経営目標

2025 年

40 42.5 50
75

95
120

経営計画「Growing beyond 130th」では、一層の利益還元の充実
を図るため、経営目標として株主還元率40％以上を掲げ、あわせて株
主還元方針の変更を行っています。2025年３月期の決算配当は前年
度比20円増配の95円となりました。また、2026年3月期の年間配当
につきましては、25円増配の１株当たり120円の予想としています。

当行では株主のみなさまからの日頃のご支援にお応えするとと
もに、地方創生・地域経済活性化へ貢献することを目的として、毎年
3月31日現在で100株以上の株式を保有いただいている株主さま
を対象に株主優待制度を実施いたしております。

株主還元の推移

株主優待制度

■株主還元の推移

● 対象となる株主さま
毎年3月31日時点の当行株主名簿に記載された100株（1単元)

以上をお持ちの株主さま
※専用カタログは例年6月の発送を予定しております。
※2026.3.31時点から、株主優待制度の内容を上記の基準に変更いたします。

保有株数 100株以上 200株以上 1,000株以上

地元特産品 藍製品
5,000円相当の

地元特産品カタログから
ご選択

10,000円相当の
地元特産品カタログから

ご選択
寄付コース — 5,000円 10,000円

※�200株以上をお持ちの株主さまは、地元特産品または寄付コースのいずれかを
お選びいただくことができます。

※株価は株式併合を勘案

株式数
（2025年9月30日現在）

発行可能株式総数 100,000 千株
発行済株式の総数 40,000 千株
株主数 12,719 名　

年連続19 年連続25AA－ A+
［日本格付研究所］ ［格付投資情報センター］

年連続19 年連続25AA－ A+
［日本格付研究所］ ［格付投資情報センター］

株価［株価］
（円）

2021年
3月 9月

2022年
3月

2023年
3月9月

2024年
3月

2025年
3月9月 9月 9月

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

日本格付研究所 格付投資
情報センター

低い

安全性

高い

銀行の安全性・信用度を示す格付けは、日
本格付研究所（JCR）から「AA−」、格付投資情
報センター（R&I）から「A+」を取得しており、当
行の経営の安全性は高く評価されています。

■当行株価の推移（2025年9月末）

  格付け （2025年9月30日現在）

  株式情報 （1単元の株式数100株）

株主優待制度の内容

スイーツ
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事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日までといたします。

定時株主総会 毎年6月に開催いたします。

期末配当金 3月31日現在の株主さまに対し、お支払いいたします。

中間配当金 9月30日現在の株主さまに対し、お支払いいたします。

定時株主総会の
基準日

毎年3月31日といたします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先
お問合せ先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　０１２０－７８２－０３１（フリーダイヤル）

公告方法

電子公告により行います。
当行ホームページアドレス
https://www.awabank.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
することができない場合は、日本経済新聞および徳島新聞に掲載い
たします。

各種手続のお申出先
●未払配当金のお支払いについては、株主名簿管理人にお申出ください。
● 配当金受取方法の指定、単元未満株式の買取・買増、住所変更等�
証券会社をご利用の株主さまは、お取引の証券会社へお申出ください。
証券会社をご利用でない株主さまは、特別口座の口座管理機関である三
井住友信託銀行株式会社へお申出ください。

株式のご案内

特別口座での手続用紙のご請求はインターネットでも受付いたしております。
三井住友信託銀行株式会社ホームページアドレス
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

創業 1896（明治29）年6月21日

本店所在地 徳島市西船場町二丁目24番地の1

資本金 234億円

店舗数 105店舗（徳島県内83店舗、県外22店舗）

従業員数 1,415人

格付け AA－（JCR）
A＋（R&I）

当行の概要 （2025年9月30日現在）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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